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Dolan, Peasgood, & White（2008）は153本の
論文をレビューした上で，幸福感に影響を与え









































































































た友人関係を構築することは， 1 ）， 2 ）， 4 ）
の課題を達成することにつながるであろうし，
異性と豊かな愛情関係を築くことは， 2 ）， 3 ），
4 ）， 5 ）の課題達成と結びつく可能性がある。
またしっかりとしたキャリア意識を持つことは，
6 ）， 7 ）， 8 ）の課題と関連していると考えら
れる。さらに Havighurst（1972　児玉・飯塚
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